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建設会社を見極めるための5項目
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建設会社の言葉をそのまま信用してはいけない。
建設会社の真の姿を見抜くには、以下の5項目を主体的に調べよう。
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「商売の上手さ」について知る
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建設業はそもそも原価率が高く、かつ労働集約的なので、
価格勝負は経営の悪化に直結する。ある程度の粗利率は必要である。
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どの程度の粗利率が適当か？
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原価を22/19した金額以下の仕事は取るなという、業界の言い伝えがある。
この場合の粗利率は約15.8％となり、国交省の基準とも合致する。

工事価格
工事原価

一般管理費
（＝粗利）準工事費

現場管理費
直接工事費 共通仮設費

建物になる
部分の工事費

建物にならない部分の工事費
（山留、仮囲い、足場…）

現場を動かすための経費
（設計費、労務費、保険料…）

販管費や本社費用に
充当する必要あり

公共建設工事で
国交省の定める
一般管理費率は
23.57%～9.74%

9.74%になるのは
30億円超えの
工事となる場合



「財務の安全度」について知る
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手に入る企業信用情報は必ず確認すべきではあるが、
最新でリアルな財務状況は支払条件から読み解くことになる。
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どのように財務状況を確認するか？
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企業信用情報はオンラインサービスで購入するのが一番早い。
出来高払いに対応可能なら、発注時点でも財務的に問題無いと判断できる。



「経営の時間軸」について知る
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商売が上手くても、財務が安全でも、『腐ったレモン』を売る
近視眼的な建設会社と付き合ってはいけない。
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建設会社による竣工後リスクの例
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以下は、ここ数年で実際に起こった事例である。
最低限の住宅品質を担保できない建設会社は、危険である。

・断熱が省かれていて、2年後には部屋中がカビだらけ
→1住戸あたりの現状回復費用が100万円を超えることに
→断熱の後施工は難しく、売り逃げするしかない状況

・アフターサービスの引き継ぎを拒否され、売却失敗
→不審に思ってインスペクションしたところ、瑕疵が見つかる
→瑕疵物件として売ることになり、1500万円の値引を余儀なくされる

・手抜き工事が原因の死亡事故が発生し、賠償責任を負う
→約3000万円の賠償金支払に加え、建物は事故物件化
→事故を起こした建設会社は賠償逃れのため早々に倒産、
その会社の残した物件はまとめて市場価値を損なう



「監理の適切性」について知る
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住宅品質の担保のためにも、建設会社の破産時に現場を止めないためにも、
建主が新築プロジェクトを統制できる仕組みが必要である。
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どのようにプロジェクトを監理するか？
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建設会社外の意匠設計士をプロジェクト監理者としたうえで、
実際に工事を担当する専門業者の連絡先を押さえることが肝要。

別
の
主
体

確認申請書（第二面）



専門業者一覧の参考例

10



「現場の技術力」について知る
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ルーズな現場を許容する建設会社は、経営もルーズであることが多い。
現場の良し悪しから、会社自体の良し悪しも透けて見える。

商売の
上手さ

財務の
安全度

経営の
時間軸

監理の
適切性

現場の
技術力

・粗利率
→国交省基準
→22/19ルール

・企業信用情報
・支払条件

・住宅品質
・アフターサービス

・社外監理者
・専門業者一覧

・3S状況
・職人の声

ビジネスモデル（構造） 施工の確かさ（実体）



どのように現場の技術力を確認するか？
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仮に建設に詳しくなかったとしても、以下の2点を押さえれば、
現場の技術力をクイックに把握する事が可能だろう。

・3S（整理/整頓/清掃）状況
→現場が荒れるのは、現場監督の管理が行き届いていないから。
→新築プロジェクトを管理する現場監督の力量が足りないと、

QCD（品質/コスト/納期）は確実に悪化する。

・職人の声
→実際に建物を作っているのは専門業者の職人さんであり、
元請けの建設会社はプロジェクト管理を行っているに過ぎない。

→元請けの定性情報は、技術力を含めて、
職人さんと仲良くなれば十分過ぎるほど手に入れられる。



会社概要

お問い合わせ・ご質問はお気軽にご連絡くださいませ。

施工事例

13


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14

